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＜病棟連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・嶋守　敏雄様～本日昼よりパン・麺禁へ変更。

・金山　辰巳様～本日昼よりパン・麺禁へ変更。

・大久保　和子様～便秘時にIFオーダー追加。センノシド（12）2T　5回分処方。

・澤口　利香様～膀胱留置カテーテル定期交換指示あり実施。

・竹洞　総子様～不穏時レボトミン(25)1T　20回分処方。

・藤井　孝蔵様～臨時薬コントミン同内容で7日分処方。

・立花　圭様～臨時薬同内容で7日分処方。
・丹内　栄子様～臨時薬レボトミン（25）1T夕食後追加、その他同内容で7日分処方。

・佐藤　准様～足関節痛ありハップスター1袋処方。

・笹本　岩男様臨時薬シクレスト同内容で3日分処方。

・中村　栄作様コロナワクチン3回目、コミナティ0.3ｍｌ筋注実施。

・山本　真知子様～臨時薬レキサルティ（1）1T夕食後3日分処方。

・谷地　寿梨様～腰痛あり、ハップスター2袋処方。

・安ケ平　小倭子様～五苓散・人参栄養湯中止。臨時薬大建中湯6P、六君子湯3P毎食前7日分処方（経管栄養前に時間を空けて投与）。

＜入院・入室状況＞
【転出】
・塩倉　一輝様～東病棟D19号室→西病棟B24号室
・寺地　啓喜様～東病棟B3号室→西病棟B24号室
・三田　久子様～東病棟C6号室→南病棟A119号室
【入院】
・関川　重男様～東病棟C5号室

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開始後しばらくして他室侵入を止められなくなり制止介入にも同行為続ける為、早めに終えている。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。午前・午後1時間ずつ片足のみ開放観察開始。「いきなり薬減らされたから呂律が回らなくなった」と被害的に話す事や、残便感に執着した言動、「ソワソワしそう」と話し不穏時使用訴え何度か聞かれたが、説明へ聞き入れ出来ている。食事は各食全量摂取。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・金山　辰巳様～身体拘束中。9:00酸素マスク外しあり、ルームエアにて酸素飽和度98％のため、酸素6L→4Lへ減量。その後も酸素飽和度90％以上キープすることできている。発熱なく経過し、時折、頻脈みられている。食事は介助にて2/3～1/3摂取。スタッフへの粗暴行為はなくケアに応じている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・遠山　健吉様～各食自立してむせなく全量摂取している。帰宅要求あるが行動化なく静穏。

・大久保　和子様～弁護士から破産手続きの説明をされて同意している。一度説明された事を聞き返す様子あったが、概ね受け入れている様子。余暇は静穏で経過している。

・安ヶ平　小倭子様～柞木田Dr診察にて昨日処方となった漢方中止、本日昼より大建中湯･六君子湯開始、経管栄養再開となる。声掛けには疎通良好。ケア時には疼痛訴えや拒否的な発言聞かれている。14：00体温37.1℃。

＜新入院患者様情報＞
　氏　　名：関川　重男（せきかわ　しげお）様
　生年月日：昭和18年3月3日(78歳)
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr. 
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　（経過）
　現在妻と二人暮らしをしている。H22年に脳梗塞、心不全にて青森労災病院に入院歴あり。H31年頃より妻へ対する易怒性の亢進や場の空気を読めない発言をするようになる、物の置き所がわからなくなる、妻へ対する妄想等の症状が出現するようになった。認知症の疑いにて労災病院脳神経外科にてアリセプトを処方されている。R4年1月頃から特に妻への攻撃性が増している。また、妻が男性を連れ込んでいる、妻が本人の部屋の電気をつけたり消したりする等の妄想に左右されて、夜中突然妻の寝室へ突然入っ
てくることあり。妻へ性行為を強要することもあり、妻が断ると「断るお前がおかしい」と妻を責める。これまで易怒性や妄想は妻にだけ向けられており、妻以外の人に対しては別人のように紳士的な態度であったが、2/16デイサービス利用時に突然事務所へ入り、
スタッフを指さして強い口調で怒ることがあった。通院中の労災病院へ相談したところ当院の受診を勧められる。
　R4.3.1当院初診され、専門治療と環境調整目的にて13：16東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
